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山
公
園
整
備
基
本
計
画
」に
よ
り
、「
青

葉
山
公
園
、
仙
台
城
跡
方
面
へ
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
来
訪
者
に
向
け
た

杜
の
都
・
仙
台
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
」

と
示
さ
れ
、
昨
年
４
月
に
は
「
青
葉
山

公
園
（
仮
称
）
公
園
セ
ン
タ
ー
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

青
葉
山
の
深
い
緑
と
広
瀬
川
の
清
ら

か
な
流
れ
、
そ
し
て
培
わ
れ
て
き
た
仙

台
の
歴
史
や
文
化
。
青
葉
山
公
園
を
訪

れ
た
人
が
、
公
園
セ
ン
タ
ー
を
利
用
の

起
点
と
し
て
、
そ
の
多
様
な
魅
力
を
楽

し
み
、
自
然
豊
か
な
風
景
の
中
で
く
つ

ろ
ぎ
憩
い
、
新
た
な
出
会
い
を
求
め
て

集
う
施
設
を
目
指
し
、
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る
「
プ
レ
イ
ス

メ
イ
キ
ン
グ
」

　
公
園
セ
ン
タ
ー
の
設
計
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切

に
し
、意
見
を
く
み
取
り
な
が
ら
、「
プ

レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
」
の
手
法
で
進
め

て
い
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
と
は
、「
場

所
を
育
て
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、

そ
の
ま
ち
に
本
来
よ
り
備
わ
る
文
化
・

歴
史
・
環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
、

多
様
な
地
域
資
産
・
価
値
を
発
掘
し
、

地
域
に
根
差
し
た
場
所
を
つ
く
る
こ
と
。

　
昨
年
12
月
よ
り
毎
月
１
回
実
施
し
、

公
園
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
高
め
る
デ
ザ

イ
ン
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
て
い
ま
す
。
公
園
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
思
い
描

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
す
中
で
、

親
し
み
を
感
じ
、
オ
ー
プ
ン
後
も
に
ぎ

わ
い
続
け
る
よ
う
、
人
と
場
を
結
び
、

参
加
者
同
士
を
つ
な
ぐ
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
レ
イ
ス
メ

イ
キ
ン
グ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
５
月
ご

ろ
ま
で
に
公
園
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計

を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
そ
の
後
、
実
施

設
計
を
行
い
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
建

築
工
事
に
着
工
。
２
０
２
１
年
度
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
公
園
セ
ン
タ
ー
を
造
っ
て
い
き

ま
す
。

もりの歴史を未来へつなぐ「プレイスメイキング」

◀グループで話し合いな
がら、紹介したいスポッ
トを地図に貼り付けます

仙
台
の
歴
史
文
化
と
豊
か
な
自

然
が
織
り
な
す
青
葉
山
公
園

　
仙
台
の
礎
で
あ
る
仙
台
城
跡
を
含
む

青
葉
山
と
広
瀬
川
に
囲
ま
れ
た
青
葉
山

公
園
。
公
園
内
に
は
博
物
館
や
仙
台
国

際
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
周
辺

に
は
、
広
瀬
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
河

岸
段
丘
が
連
な
り
、
西
公
園
や
評
定
河

原
公
園
な
ど
の
緑
地
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

青
葉
山
公
園
は
、
藩
政
時
代
か
ら
の

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
や
優
れ
た
自
然

景
観
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
や
仙
台

を
訪
れ
た
人
が
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

杜
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
公
園
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
本

丸
広
場
な
ど
の
「
国
史
跡
指
定
地
区
」

の
一
部
と
「
国
際
セ
ン
タ
ー
地
区
」
が

完
成
。
現
在
は
「
追お
い
ま
わ
し廻
地
区
」
の
約

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
（
仮
称
）
公

園
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
公
園
セ
ン
タ
ー

と
表
記
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

青
葉
山
公
園
の
玄
関
口
・（
仮

称
）
公
園
セ
ン
タ
ー

　
追
廻
地
区
は
、
仙
台
城
跡
の
入
口
に

位
置
し
、
藩
政
時
代
に
は
３
代
目
片
倉

小
十
郎
景
長
が
追
廻
に
移
り
住
ん
で
以

来
片
倉
家
の
屋
敷
が
あ
っ
た
ほ
か
、
藩

の
馬
事
に
関
す
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　
公
園
セ
ン
タ
ー
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
平
成
25
年
に
改
定
さ
れ
た
「
青
葉

コースなど、多彩なまち歩きコースが発表されまし
た。参加者は、「さまざまな立場の方のアイデアや
意見が聞くことができて、良かった」などの感想を
述べていました。
　２月３日に開催されたデザインレビューでは、公
園センターのデザインについて、設計事業者よりこ
れまでの検討状況と計画案を説明。その後、計画案
に対して、参加者たちが「いいね！」「気になる！」
と感じたこと、または「心配なこと」「伝えておき
たいこと」を付箋に書き、計画案に貼りました。　
　これを基に行われた意見交換では、さまざまな視
点から、計画案に対する期待や要望、新たな提案な
どが出され、議論は大いに盛り上がりを見せていま
した。

　昨年12月３日に開催された「プレデザインレビ
ュー」には約100人が参加。設計事業者より計画の
概要や方針を説明後、公園センターに期待すること
について、意見交換が行われました。参加者からは
「デザインが決まる前段階から市民が参画できる取
り組みは良いと思う」などの感想が出されました。
　１月14日には、ワークショップ「仙台の伝え方
を創造する」が開催されました。公園センターが仙
台の新しい拠点となることを目指し、地域資源やま
ちの価値を再認識し、公園センターから発信する仙
台の魅力の伝え方を考えました。
　最初に、「まちと地形の楽しみ方」の講義を受け
た参加者たちは、８つのグループに分かれて、「せ
んだい魅力マップ」作りに挑戦。紹介したいスポッ
トを付箋で地図に貼り、おすすめのまち歩きコース
を完成させました。大崎八幡宮などの歴史を感じる
コースや、広瀬川の川下りといった自然を満喫する

青葉山公園（仮称）公園センターの
整備が進んでいます

▲計画案を基に作成された公園センターの模型

▶公園センターのデザイン
や使い方について活発な意
見交換が行われました

　３月３日㈯、４月22日㈰にもデザインレビ
ューやワークショップを行います。内容など、
詳しくはお問い合わせください。

▲公園センター予定地（青葉山公園庭球場から北方向を望む）

公園センター予定地

仙台国際センター
博物館


